
　
　

避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　

備
蓄
し
て
い
る
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等

を
活
用
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
努

め
る
。
形
状
は
、
正
方
形
で
縦
横
２
．
１

ｍ
、
高
さ
１
．
８
ｍ
で
あ
り
、
利
用
可
能

人
数
は
概
ね
大
人
２
名
、
子
ど
も
１
名
で

あ
る
。
備
蓄
数
は
千
個
で
あ
る
が
、
県
等

や
企
業
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
災

害
時
に
は
協
力
を
頂
け
る
関
係
を
構
築
し

て
い
る
。

　
　

過
去
の
災
害
で
は
、
ト
イ
レ
環
境
が

劣
悪
で
あ
り
、
感
染
症
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
症

候
群
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
災
害
関
連
死

の
原
因
に
な
っ
て
い
た
。
ス
フ
ィ
ア
基
準

（
災
害
等
の
被
災
者
に
対
す
る
国
際
的
な

最
低
基
準
）
で
は
、
災
害
初
期
段
階
で
50

人
に
ト
イ
レ
１
基
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市

で
は
対
応
可
能
か
伺
う
。

　
　

市
の
避
難
所
の
収
容
人
数
に
対
し
て

ト
イ
レ
の
合
計
数
を
み
る
と
、
１
基
あ
た

り
30
人
で
あ
り
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　
　

研
究
者
に
よ
る
と
、
災
害
後
の
水
洗

ト
イ
レ
は
使
え
な
い
事
を
前
提
に
備
え
る

べ
き
と
の
提
言
が
あ
る
。
発
災
後
に
即
必

要
と
な
る
携
帯
ト
イ
レ
や
簡
易
ト
イ
レ
の

備
蓄
は
十
分
な
の
か
伺
う
。

　
　

携
帯
ト
イ
レ
が
３
万
７
千
枚
、
簡
易

ト
イ
レ
は
１
３
１
基
の
備
蓄
が
あ
る
が
、

十
分
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

管
理
計
画
等
、
き
ち
ん
と
定
め
て
い
く
。

　
　

風
雨
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
受
け
入
れ
可
能

施
設
数
と
受
け
入
れ
可
能
頭
数
を
伺
う
。

　
　

使
用
可
能
な
施
設
は
34
か
所
で
、
避

難
者
と
は
別
ス
ペ
ー
ス
の
受
け
入
れ
が
基

本
で
あ
る
。

　
　

そ
の
ペ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
は
屋
内
か
。

　
　

屋
外
で
あ
る
。

AQQ

避
難
所
施
設
の
ト
イ
レ
の
数
は
基
準
を
満
た
し
て
い
る

Q
避
難
所
の
ト
イ
レ
は
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
満
た
せ
る
か

AAA

佐久間奈々
さ　く　ま　  な   な

映像は
こちらから

　
　

近
隣
市
・
町
の
現
状
が
知
り
た
い
。

　
　

近
隣
の
自
治
体
で
も
学
校
の
再
編
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
熊
谷
市
、
行
田
市
で

は
一
部
の
小
学
校
を
統
合
し
、
新
校
を
設

置
し
て
い
る
。

　

本
庄
市
、
美
里
町
で
は
適
正
規
模
適
正

配
置
方
針
を
策
定
し
、
住
民
説
明
会
を
開

催
し
、
再
編
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て

い
る
。
熊
谷
市
、
本
庄
市
、
寄
居
町
で

は
、
一
部
の
学
校
で
複
式
学
級
を
編
制
し

て
い
る
。

　
　

複
式
学
級
と
は
。

　
　

２
つ
の
学
年
を
１
つ
の
学
級
に
編
制

す
る
こ
と
で
、
一
年
生
を
含
む
時
は
２
つ

の
学
年
で
合
計
８
人
ま
で
、
そ
れ
以
外
は

２
つ
の
学
年
で
合
計
16
人
ま
で
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　

授
業
で
は
、
一
方
の
学
年
を
教
員
が
指

導
し
て
い
る
時
は
、
片
方
の
学
年
は
自
主

的
な
学
習
を
進
め
た
り
、
類
似
内
容
を
扱

う
こ
と
で
２
つ
の
学
年
が
協
力
し
な
が
ら

学
習
す
る
。
深
谷
市
で
は
当
面
の
間
は
複

式
学
級
を
必
要
と
す
る
小
学
校
は
な
い
。

　
　

市
内
で
一
番
児
童
の
少
な
い
大
寄
小

学
校
で
は
常
に
統
合
と
か
の
噂
が
で
る
が
。

　
　

令
和
５
年
度
の
学
校
運
営
協
議
会
で

地
域
の
現
状
や
望
ま
し
い
学
校
の
あ
り
方

に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ
き
、
状
況
の
把

握
に
努
め
て
い
る
が
、
方
針
の
策
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
配

置
の
方
針
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内

の
出
生
者
、
住
民
基
本
台
帳
の
人
数
等
を

注
視
し
な
が
ら
、
策
定
時
期
を
見
極
め
検

討
し
て
い
く
。

AQQ AA

現
在
の
と
こ
ろ
適
正
規
模
・
配
置
の
策
定
に
は
至
っ
て
い
な
い

Q

AA

QQQA

Q
小
学
校
児
童
数
の
減
少
対
策
を
き
き
た
い

髙田　博之
たか　だ ひろ  ゆき

映像は
こちらから

　
　

不
登
校
に
苦
し
ん
だ
人
た
ち
を
中
心

に
始
ま
っ
た
支
援
は
、
内
容
が
多
様
化
し

つ
つ
増
え
て
い
る
。
協
働
先
、
助
っ
人
と

し
て
活
用
す
る
方
策
は
。

　
　

不
登
校
の
子
供
の
心
理
的
状
況
は

日
々
変
化
し
て
い
る
。
学
校
は
様
々
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
が
、
何
か
あ
っ
た
時
、

子
供
が
持
つ
ロ
ー
プ
の
先
を
し
っ
か
り
と

握
っ
て
離
さ
な
い
で
い
た
い
。
民
間
の
支

援
者
と
も
縦
横
に
連
携
し
な
が
ら
進
め
た

い
。

　
　

教
育
は
社
会
に
偏
在
す
る
。
ま
ち
づ

く
り
に
教
育
を
絡
め
る
こ
と
は
。

　
　

民
間
を
含
め
、
子
供
た
ち
の
支
援
者

が
色
々
と
努
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
引
き
続
き
、
私
た
ち
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
子
供
が
笑
顔
に

な
れ
る
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
き
た
い
。

●「
地
域
計
画
」を
機
能
さ
せ
る
た
め
に

　
　

地
域
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

25
地
区
で
７
月
か
ら
12
月
を
め
ど

に
、
協
議
の
場
で
の
話
し
合
い
を
２
回
ず

つ
開
催
。
３
月
ま
で
に
結
果
を
公
表
し
、

縦
覧
を
経
て
策
定
し
て
公
告
す
る
。

　
　

協
議
の
場
は
農
業
に
関
心
が
あ
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
る
か
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　

農
業
関
係
者
の
ほ
か
農
業
に
興
味
の

あ
る
方
も
参
加
で
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

後
継
者
不
足
は
じ
め
農
業
の
諸
問

題
、
流
通
、
消
費
な
ど
多
角
的
な
取
組
が

必
要
。
食
と
農
、
市
独
自
の
取
組
は
。

　
　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
、
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
や
、
交
流
施
設
「
ア
グ
リ
コ
」
な

ど
を
活
用
。

AQQQ AA

QQ AA A

映像は
こちらから

懇
談
会
、
教
委
に
よ
る
民
間
施
設
の
訪
問
な
ど
で
相
互
に
連
携

大寄小学校 深谷市で備蓄されているパーテーション

Q
不
登
校
支
援
で
の
民
間
施
設
・
機
関
と
の
連
携
は

小林　真
こ  ばやし まこと

。
す
ま
い
て
し
行
発
を
版
D
C、
は
り
よ
だ
会
議
市
や
か
ふ
〈

 

会
議
協
祉
福
会
社
市
は
方
る
れ
さ
望
希
を
付
送

 

（

L
E
T

3
7
5

〉。
い
さ
だ
く
絡
連
ご
へ）
3
6
5
6
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 6月定例会に提出された議案と審議結果は次のとおりです。 議案等の審議結果 
◆市長提案

件　　　　名 審議結果

第１号

第２号

第３号 （個人番号の利用に関する条例の一部改正）
専決処分の承認を求めることについて
（税条例及び都市計画税条例の一部改正）
専決処分の承認を求めることについて
（国民健康保険税条例の一部改正）
専決処分の承認を求めることについて

承認

承認

承認

◆議員提案 ◆請願

件　　　　名 審議結果

第６１号
～

第３８号

第３７号

第３６号

第３５号
第３４号

ることについて
深谷市農業委員会委員の任命につき同意を求め

について
深谷市監査委員の選任につき同意を求めること

予算（第１号）
令和６年度深谷市国民健康保険特別会計補正

令和６年度深谷市一般会計補正予算（第３号）
令和６年度深谷市一般会計補正予算（第２号）

同意

同意

可決

可決
可決

議案番号 件　　　　名 審議結果
第3号 パレスチナ自治区ガザ地区における即時停戦を

求める意見書 可決

請願番号 件　　　　名 審議結果
第2号 パレスチナ自治区ガザ地区における即時停戦を

求める意見書の提出についての請願 採択

報告番号

件　　　　名 審議結果

第３２号

第３１号

財産の取得について（水槽付消防ポンプ自動車）
る基準を定める条例の一部を改正する条例
深谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

可決

可決

議案番号

議案番号

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

会　派　名 深谷同志会 深和会 公明党 元氣会日本共産党 小林ミルク無会派
議  員  名

議  案  等

パレスチナ自治区ガザ地区における即時停戦
を求める意見書 

パレスチナ自治区ガザ地区における即時停戦
を求める意見書の提出についての請願 

令和６年度深谷市一般会計補正予算（第２号） 

可　決

採　択

可　決

 全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小
泉
　
　
誠

村
川
　
徳
浩

小
林
　
　
真

加
藤
　
利
江

山
出
　
秀
明

鈴
木
　
三
男

佐
久
間
奈
々

五
間
く
み
子

繫
　
　
由
香

坂
本
　
　
博

髙
田
　
博
之

永
田
　
勝
彦

茂
木
　
一
郎

富
田
　
　
勝

角
田
　
義
徳

田
口
　
英
夫

清
水
　
健
一

八
須
　
由
憲

湯
本
　
哲
昭

今
井
慶
一
郎

福
島
　
秀
樹

柿
澤
　
祐
介

岡
　
　
　
仁

田
島
　
秀
興

議
長（※

）

第３３号 財産の取得について（高規格救急自動車） 可決

1415


